














要    約

  昭和 46 年に開始された厚生省心身障害研究の成果は、現在までに医療・療育の現場や

行政施策に大きく反映されてきている。この成果をさらに地域の保健福祉施策に生かし「地

域の特性を生かした保健と福祉のまちづくり」を推進してゆくためには、この報告書をデ

ータベース化しさらに利用しやすくすることが求められている。そのデータベース化をは

かるための問題点を整理するために平成 6年度の報告書の様式を分析した結果、各研究班

での報告書のとらえ方がまちまちで、その報告書の様式の多様性が示された。報告書を

CD-ROM として電子出版し、必要な文献として検索しやすくするためには、様式規定の改

善とともに、報告者自身の検索を意識した「要約」の記載や「見出し語」の適切な選定が

必要と考えられた。


